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ムが、1993 年から発掘調査を継続してきた。現在は 2006 年に調査した出土
資料の実測調査が行なわれており、昨年度より自らもそのメンバーに加えて
いただき、知識の幅を広げる機会をいただいている。 








































〔 79 〕 
で文字を彫りこむ点刻であり、不明僚な例もみられる。たいていは、皿の内
















―Tang 氏廟の裏庭に 2×3m のトレンチを入れ、深さ 1.6m の所から被熱し
たレンガの集中部分や炭化材、焼土がみつかり、また 17 世紀後半の肥前磁器
やベトナム陶器片が多量に出土した。被熱したレンガの集中部分は 17 世紀後










〔 80 〕 
一・小野田恵他 2010. p.108)。 
出土資料の中で、刻書銘は上層である第 1 層出土の中国青花瓷器 2 点に確
認できた。第 1 層は 18 世紀後半から 19 世紀の年代が考えられている。 
 
①青花鳥芭蕉葉文皿：中国・福建省、広東省/18 世紀末～19 世紀前半 
②青花岩草花文皿：中国・福建省、広東省/18 世紀末～19 世紀前半 
















は中国の吉祥文様がみられる(Fig.4)。1 階と 2 階が展示室となっており、昭和
女子大学の調査成果も展示されている。入口には帆船の模型が置かれ、この
港を介して広く大洋へと通じるイメージが膨れ上がる。トゥーボン川の洪水





































皿で、内底に六角形の余白を残し、内側面を放射状に 6 つに分け、2 種類の
岩草花文を交互に配置する。花の周辺には、雑宝文の中の「方勝」を描く。
肥前磁器として展示されているが、花卉を描いた文様の配置方法などが、ヴ
ンタウ沈没船や碗礁 1 号沈没船にみられる中国康煕年間の製品に類似すると 






























Fig.8 ③青花岩草花文皿 「奉」 
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Fig.9 ④青花芙蓉手皿 「玉」 
 









美術出版社編 1983．図 155)、18 世紀前半の年代が想定できるカマウ沖沈没船
の中にも類似資料が確認できる(Nguyen Dinh Chien 2002. p.104. 図 18)。 
 
⑤青花印判竹文皿：中国・福建省、広東省カ/17 世紀末～18 世紀初以降 
口唇部は無釉となっていて切られており、修復が行なわれているようであ
る。内面文様は竹を左側に大きく配置し、右側に岩、草、松かと思われる樹













Fig.10 歴史文化博物館のある関公廟周辺 Fig.11 屋根の軒先に並ぶ青花皿 
 





















































Fig.14 ①青花(染付)印判竹鳳凰文皿 「本」 
〔 86 〕 






















では、18 世紀後半から 19 世
紀に位置づけられる上層で確
認されている。また古美術商
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Fig.1 小野田恵他 2009. p.175. 図 1・2 を転載。 
Fig.2-15 資料の保管先は、本文中に掲載。筆者撮影。 
Fig.16 足立区地域文化課文化財係所蔵。筆者撮影。 
